
平成 26 年度小金井市 

市民意向調査報告書 

（概要版） 

小金井市 
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●性別     ●年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査の概要】 

対象：無作為抽出した、小金井市内に在住する満１８歳以上の男女２,０００人 

方法：郵送配付・郵送回収 

時期：平成２６年７月１０日～８月２０日 

回収数：７１３人（回収率 ３５.７％） 

 

◆ 回答者の属性 

小金井市長期総合計画策定のための市民意向調査について 

この調査は、「第４次小金井市基本構想・後期基本計画」の策定にあ

たり、市民の皆さんが小金井市政に対して、どのようなご要望をお持

ちなのか、また今後の市政運営において何を重要とお考えなのかを把

握することを目的に実施しました。 

男性
42.4%女性

56.7%

無効・無回答

1.0%

30歳未満

9.4%

30～39歳

15.6%

40～49歳

18.2%

50～59歳

17.1%

60～69歳

17.7%

70歳以上

21.0%

無効・無回答

1.0%
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●居住地域 

 

 

 

 

 

 

●職業      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）地域の設定 

【武蔵小金井地域】 

 本町、桜町、貫井北町、緑町３～５丁目、 

 関野町２丁目、貫井南町３丁目、 

中町３丁目 

 

【東小金井地域】 

 梶野町、東町、緑町１～２丁目、 

関野町１丁目、中町２丁目 

 

【野川地域】 

 前原町、中町１、４丁目、 

貫井南町１、２、４、５丁目 

武蔵小金井

地域

46.0%
東小金井

地域

29.5%

野川

地域

22.7%

無効・無回答

1.8%

自営業

7.3%

会社員・公務

員などの勤め

人

32.4%

パートタイム・

アルバイト

13.0%

学生

3.5%

専業主婦・

主夫

18.9%

無職

19.8%

その他

3.2%

無効・無回答

1.8%

単身世帯

13.9%

夫婦のみ

28.8%
二世代が同居

（子どもと同

居）

41.1%

二世代が同居

（親と同居）

8.3%

三世代が同居

3.6%

その他

1.8%

無効・無回答

2.5%
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住みやすい

29.7%

どちらかといえ

ば

住みやすい

45.6%

やや住みにく

い

9.1%

住みにくい

3.5%

どちらともいえ

ない

5.9%

無回答・無効

6.2%

やや住みにくい

どちらかといえば

住みやすい

 

●住みやすさ 

 

 

 

（全体） 

 

 

 

 

 

 

（年齢層別） 

 

  

 

 

 

 

 

１．住みやすさについて 

住みやすさについては、「住みやすい」＋「どちらかといえば住みやすい」が

全体の７５．３％と、４人に３人が肯定的な回答をしています。 

年齢階層別に見ると、どの世代も、「住みやすい」＋「どちらかといえば住み

やすい」が全体の７割を超えています。 

29.9

23.4

26.9

32.0

28.6

35.3

49.3

52.3

48.5

45.1

45.2

37.3

9.0

11.7

8.5

11.5

10.3

5.3

3.0

4.5

5.4

1.6

3.2

3.3

1.5

5.4

6.9

4.9

5.6

8.7

7.5

2.7

3.8

4.9

7.1

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

29歳未満（67）

30～39歳（111）

40～49歳（130）

50～59歳（122）

60～69歳（126）

70歳以上（150）

住みやすい どちらかといえば住みやすい やや住みにくい

住みにくい どちらともいえない 無回答・無効
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住み続けたい

38.3%

できれば

住み続けたい

37.7%

できれば

移転したい

11.1%

移転したい

2.0%

わからない

5.2%

無回答

5.8%

 

●定住志向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住志向については「住み続けたい」＋「できれば住み続けたい」が全体の 

７６％と、４人に３人が今後も住み続けたいと回答してます。 

  

「住み続けたい」「できれば住み続けたい」理由（上位 5位） 

１．自然環境がよい（71.1％）  

２．都心への交通の便がよい（54.5％） 

３．長年住みなれ、愛着がある（46.2％） 

４．災害や犯罪が少なく安心して生活できる（25.9％） 

５．買物が便利（20.2％） 

「できれば移転したい」「移転したい」理由（上位 5位） 

１．行政サービスが充実していない（32.9％） 

２．公共、公益施設が充実していない（30.4％） 

３．福祉施設や福祉サービスが充実していない（21.5％） 

４．買物が不便（20.3％） 

５．都心への交通の便がよくない（16.5％） 

※選択肢のうち３つまで選択可 

２．定住志向について 
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みどりと水を守り育む取組

ごみの減量・資源化の取組

清潔で美しいまちづくりへの取組

温暖化対策等、環境保全への取組

まちの顔となる駅周辺の整備

魅力あるまちづくりへの取組

快適で安全な住環境の整備

下水道サービスの充実

利便性にすぐれた道路環境の整備

公共交通の利用環境の整備

環境に配慮した河川の整備

コミュニティ活動の充実

地域の防災力の向上

地域の防犯力の向上

創造的産業の振興

魅力ある商業・商店街づくり

地域資源をいかした観光の推進

工業の振興

農業の育成支援や農業とのふれあいの機会の創出

安全・安心な消費者生活を守る取組

中小企業勤労者の福利厚生の充実

高齢者や若者等の就業機会の拡大

地域の芸術・文化活動の振興

国際交流活動等の文化交流の取組

人権・平和に関する啓発活動の充実

男女が自立し、尊重しあえる社会の形成

生涯学習環境の充実（施設・活動の充実等）

スポーツ・レクリエーション活動の振興

学校教育の充実（学習・施設・地域との連携等）

家庭や幼稚園等における幼児教育の支援

地域における福祉施策の推進

生活困窮者の自立支援

高齢者が活躍できる環境の整備

高齢者を社会・地域全体で支える取組

子育て・子育ち環境の充実

ノーマライゼーションの推進

障がい者の日常生活や社会参加の支援

健康づくりの推進

地域の医療体制の充実

情報公開、広報・広聴の充実

市政運営への市民参加の推進

市と市民等との協働に関する取組

行財政改革の推進

自律した行政経営の確立（公民連携の推進・市民サービスの向上等）

施設の計画的整備

財政の健全化

0.89 

-0.14 

0.42 

0.07 

-0.14 

-0.25 

0.20 

0.87 

-0.10 

0.29 

0.44 

0.09 

0.22 

0.21 

-0.28 

-0.55 

-0.20 

-0.19 

0.07 

0.07 

-0.08 

-0.22 

0.07 

-0.04 

0.03 

0.02 

-0.16 

-0.03 

-0.00 

-0.20 

-0.17 

-0.10 

-0.15 

-0.14 

-0.22 

-0.13 

-0.04 

0.06 

-0.04 

-0.04 

-0.18 

-0.17 

-0.51 

-0.33 

-0.49 

-0.69 

-1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00

満足度の高い項目

満足度の低い項目

 

●取組に対する満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全４６項目のうち、満足度の平均スコアがプラスのものは、１６項目、マイナ

スのものは３０項目。最も満足度が高い項目としては、「みどりと水を守り育む

取組」、最も満足度が低い項目としては、「財政の健全化」となっています。 

注）平均スコア 

「満足している」⇒２点、「やや満足している」⇒１点、「どちらともいえない」⇒０点、「やや不満である」⇒－１点、 

「不満である」⇒－２点として、平均スコアを算出しています。なお、次頁の重要度も同様の考え方で算出しています。 

３．市の取組について 
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1

2

3

456

7

89
10

11

0.0

1.0

2.0

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

（
重
要
度
）

（満足度）

●取組に対する重要度、満足度と重要度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

重要度の高い取組 

① 「ごみの減量・資源化の取組」 

② 「財政の健全化」 

③ 「みどりと水を守り育む取組」 

④ 「清潔で美しいまちづくりへの取組」 

⑤ 「地域の医療体制の充実」 

 全ての項目で重要度の平均スコアがプラスとなり、最も重要度が高い項目とし

ては、「ごみの減量・資源化の取組」、最も重要度が低い項目としては、「工業の

振興」となっています。 

重要度の低い取組 

① 「工業の振興」 

② 「国際交流活動等の文化交流の取組」 

③ 「地域資源をいかした観光の推進」 

④ 「創造的産業の振興」 

⑤ 「人権・平和に関する啓発活動の充実」 

【環境と都市基盤】 
 

【地域と経済】 

１ みどりと水を守り育む取組 

２ ごみの減量・資源化の取組 

３ 清潔で美しいまちづくりへの取組 

４ 温暖化対策等、環境保全への取組 

５ まちの顔となる駅周辺の整備 

６ 魅力あるまちづくりへの取組 

７ 快適で安全な住環境の整備 

８ 下水道サービスの充実 

９ 利便性にすぐれた道路環境の整備 

10 公共交通の利用環境の整備 

11 環境に配慮した河川の整備 

12 コミュニティ活動の充実 

13 地域の防災力の向上 

14 地域の防犯力の向上 

15 創造的産業の振興 

16 魅力ある商業・商店街づくり 

17 地域資源をいかした観光の推進 

18 工業の振興 

19 農業の育成支援や農業とのふれあい

の機会の創出 

20 安全・安心な消費者生活を守る取組 

21 中小企業勤労者の福利厚生の充実 

22 高齢者や若者等の就業機会の拡大 

 

 

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

0.0

1.0

2.0

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

（
重
要
度
）

（満足度）
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23

24
25

26

27

28

2930

0.0

1.0

2.0

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

（
重
要
度
）

（満足度）

31

32

33

34

35

36

37

38

39

0.0

1.0

2.0

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

（
重
要
度
）

（満足度）

4041

42

43

44

45

46

0.0

1.0

2.0

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

（
重
要
度
）

（満足度）

計画の推進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文化と教育】 

22 高齢者や若者等の就業機会の拡大 

23 地域の芸術・文化活動の振興 

24 国際交流活動等の文化交流の取組 

25 人権・平和に関する啓発活動の充実 

26 男女が自立し、尊重しあえる社会の形成 

27 生涯学習環境の充実（施設・活動の充実

等） 

28 スポーツ・レクリエーション活動の振興 

29 学校教育の充実（学習・施設・地域との

連携等） 

30 家庭や幼稚園等における幼児教育の支     

援 

 

【福祉と健康】 

31 地域における福祉施策の推進 

32 生活困窮者の自立支援 

33 高齢者が活躍できる環境の整備 

34 高齢者を社会・地域全体で支える

取組 

35 子育て・子育ち環境の充実 

36 ノーマライゼーションの推進※ 

37 障がい者の日常生活や社会参加

の支援 

38 健康づくりの推進 

39 地域の医療体制の充実 

 

 

【計画の推進】 

40 情報公開、広報・広聴の充実 

41 市政運営への市民参加の推進 

42 市と市民等との協働に関する取組 

43 行財政改革の推進 

44 自律した行政経営の確立（公民連携

の推進・市民サービスの向上等） 

45 施設の計画的整備 

46 財政の健全化 
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●今後、特に優先的に進めていく必要がある取組について 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

今後、特に優先的に進めていく必要があると思う取組（上位５位） 

１．財政の健全化（28.8％） 

２．ごみの減量・資源化の取組（27.9％） 

３．子育て・子育ち環境の充実（21.3％） 

４．高齢者を社会・地域全体で支える取組（12.9％） 

５．まちの顔となる駅周辺の整備（12.8％） 

※選択肢のうち３つまで選択可 

全４６項目のうち、今後、特に優先的に進めていく必要があると思う取組に 

ついて回答した割合が高かったのは、「財政の健全化」、「ごみの減量・資源化の

取組」、「子育て・子育ち環境の充実」となっています。 
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0.9 

0.4 

0.9 

1.3 

1.8 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

2.2 

1.3 

0.4 

3.1 

7.1 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

1.3 

1.8 

0.4 

4.0 

8.4 

0.9 

1.3 

7.6 

8.4 

0.4 

4.4 

8.9 

5.8 

0.9 

15.6 

42.2 

18.7 

6.7 

12.4 

16.4 

41.8 

4.9 

0.4 

6.2 

8.4 

45.8 

69.8 

91.6 

75.1 

57.8 

49.3 

93.3 

82.2 

92.9 

90.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内会・自治会活動

PTA・子ども会活動

民生委員、児童委員、消防団

NPO、ボランティア団体のメンバーとしての活動

スポーツや芸術・文化等のサークル活動

地域で開かれるイベントへの参加

市の審議会等の委員としての活動

市が開催する講演会等への参加

市議会・市の審議会等の傍聴

市への請願・要望、パブリックコメント

毎日 週に2～3回 週に1回 月に1～2回 年に数回 無回答※

 

●地域活動への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．地域活動について 

最近の１年間に地域活動に参加したことがあると回答した割合は、３１．６％

となっており、参加した地域活動としては、「町内会・自治会活動」と「地域で

開かれるイベントへの参加」が多くなっています。 

参加したこと

がある

31.6%

参加したことが

ない

58.6%

無回答

9.8%
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●重点プロジェクトの取組についての現在の実感について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．重点プロジェクトの取組について 

全１７項目のうち、最も実感が感じられる項目として「身近にみどりを感じら

れる、みどりあふれるまち」となっており、最も実感が感じられない項目として

「市内の商店街などがにぎわう活力のあるまち」となっています。 

身近にみどりを感じられる、みどりあふれるまち

ごみの減量・資源化を進め、清潔で美しいまち

地球温暖化対策などが推進され、公害の少ない環境にやさしいまち

駅周辺のまちづくりなどの整備が進んだ利便性の高いまち

市内の商店街などがにぎわう活力のあるまち

魅力あるイベントや名物等があり、市内外から多くの人が訪れ、楽しめるまち

安心して子どもを産み育てることができる、子育てが楽しくなるまち

次世代を担う子どもたちがのびのびと育つ、笑顔があふれるまち

子どもたちが夢をもっていきいきと学習できる、地域に開かれた学校のあるまち

高齢者が地域で活躍し、いきいきと暮らせるまち

見守り支援・生活支援により、関わりの必要な高齢者も安心して暮らせるまち

安心して医療を受けられ、健やかに暮らせる健康長寿のまち

誰もがいきいきと暮らせるノーマライゼーションのまち

人権を尊重し、ワークライフバランスを大切にする男女共同参画のまち

誰もが不安なく暮らすことができる安全・安心なまち

地域での生活を楽しみ、地域でのふれあいやきずなを感じるまち

幅広い世代が参加し、まちづくりを進める、参加と協働のまち

1.26

0.30

0.10

-0.01

-0.78

-0.57

0.14

0.15

0.13

-0.04

-0.02

0.09

-0.10

-0.14

0.31

0.05

-0.18

-1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

注）平均スコア 

「そう思う」⇒２点、「どちらかといえばそう思う」⇒１点、「どちらともいえない」⇒０点、「どちらかといえばそう思

わない」⇒－１点、「そう思わない」⇒－２点として、平均スコアを算出。 
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●自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自由意見では、「環境と都市基盤」に関する意見が４０％と最も多く、具体的

には、「ごみの減量・資源化の取組」や「みどりと水を守り育む取組」、「まちの

顔となる駅周辺の整備」に関する意見が多くなっています。 

６．今後のまちづくりについて／自由意見 

自由意見で回答の多かった意見 

① ごみの減量化・再資源化（46 件） 

② 魅力ある商業・商店街づくり（43件） 

③ みどりと水を守り育む取組（40 件） 

④ 子育て・子育ち環境の充実（32 件） 

⑤ まちの顔となる駅周辺の整備（30件） 

⑥ 財政の健全化（30 件） 

 

 

環境と都市

基盤

40.0%

地域と

経済

13.0%文化と教育

7.3%

福祉と健康

14.0%

計画の推進

16.9%

その他

8.8%
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